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特
別
記
念
号
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
中
国
文
史
哲
研
究
会
会
長
花
登
正
宏
『
集
刊
東
洋
学
』
は
東
北
大
学
文
学
部
に
事
務
所
を
置
く
中
国
文
史
哲
研
究
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
十
五
日
に
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
爾
来
五
十
年
問
、
毎
年
二
号
を
刊
行
し
、
こ
の
た
び
目
出
度
く
そ
の
第
百
号
特
別
記
念
号
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
中
国
文
史
哲
研
究
会
創
設
の
経
緯
は
、
私
が
関
係
資
料
よ
り
知
り
得
た
こ
と
及
び
創
刊
に
関
わ
ら
れ
た
先
輩
諸
先
生
よ
り
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
若
手
研
究
者
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
少
な
く
、
会
結
成
の
機
運
は
自
分
た
ち
の
論
考
を
掲
載
す
る
雑
誌
の
創
設
を
希
求
す
る
東
北
大
学
の
助
手
・
大
学
院
学
生
の
問
よ
り
ま
ず
興
り
、
つ
い
で
当
時
東
北
大
学
文
学
部
に
在
職
さ
れ
て
い
た
愛
宕
松
男
、
内
国
道
夫
、
金
谷
治
、
佐
藤
圭
四
郎
の
諸
先
生
が
そ
れ
に
賛
同
、
さ
ら
に
東
北
地
区
の
大
学
等
に
在
職
さ
れ
る
諸
先
生
の
ご
支
援
も
得
て
、
昭
和
三
十
四
年
二
月
十
七
日
に
結
成
さ
れ
た
。
結
成
当
初
の
名
称
は
東
北
文
史
哲
研
究
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
会
則
の
目
的
に
「
文
学
・
史
学
及
び
哲
学
の
三
者
連
合
に
よ
る
中
国
を
中
心
と
し
た
東
洋
諸
国
に
か
か
わ
る
綜
合
的
な
学
術
誌
「
集
刊
東
洋
学
」
を
つ
く
り
斯
学
の
発
展
の
た
め
に
つ
く
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
よ
り
本
研
究
会
が
機
関
誌
『
集
刊
東
洋
学
』
の
刊
行
を
唯
一
の
任
務
と
し
て
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、
事
務
所
は
東
北
大
学
文
学
部
中
国
学
研
究
室
に
置
く
も
の
の
、
会
員
は
東
北
大
学
関
係
者
に
限
ら
な
い
こ
と
は
設
立
当
初
も
現
在
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
第
一
号
「
編
集
を
終
え
て
」
欄
に
「
必
要
な
経
費
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
我
々
の
前
に
残
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
関
係
者
に
と
っ
て
の
最
大
の
問
題
は
、
雑
誌
を
新
た
に
刊
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
常
に
起
こ
る
刊
行
経
費
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
早
く
も
第
三
号
(
昭
和
三
十
五
年
五
月
)
の
同
欄
に
は
「
集
刊
東
洋
学
も
創
刊
号
発
行
以
来
二
年
目
を
迎
え
た
。
い
ろ
ん
な
困
難
や
失
敗
ー
が
あ
っ
た
。
費
用
の
問
題
、
編
集
上
の
問
題
に
つ
い
て
。
が
、
こ
こ
に
第
三
号
が
刊
行
さ
れ
、
年
二
回
刊
行
の
恒
常
的
見
通
し
も
つ
い
た
」
と
2
あ
り
、
経
済
的
問
題
が
基
本
的
に
解
決
を
見
た
ほ
か
、
年
二
回
刊
行
す
る
と
い
う
現
行
の
方
式
が
こ
こ
に
定
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
以
来
約
半
世
紀
の
問
、
世
情
の
変
化
に
よ
る
諸
式
の
高
騰
に
よ
り
、
刊
行
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
、
や
む
な
く
会
費
の
変
更
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
会
員
諸
氏
の
ご
理
解
に
よ
り
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
、
ζ
の
度
の
特
別
記
念
号
の
刊
行
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
を
代
表
し
て
あ
ら
た
め
て
会
員
諸
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
『
集
刊
東
洋
学
』
は
、
中
国
の
哲
学
、
史
学
そ
し
て
文
学
を
統
合
す
る
学
術
誌
で
あ
る
。
関
係
者
の
中
に
は
、
そ
の
創
刊
は
四
、
五
年
前
に
京
都
大
学
文
学
部
に
本
拠
を
置
く
中
国
文
学
会
よ
り
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
『
中
国
文
学
報
』
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
一
盲
う
方
も
い
る
が
、
一
方
は
中
国
の
文
学
語
学
の
専
門
誌
、
他
方
は
中
国
の
哲
史
文
を
ま
た
ぐ
専
門
誌
と
い
う
点
に
大
き
な
遠
い
が
あ
る
。
東
北
大
学
に
は
す
で
に
昭
和
三
年
に
、
当
時
法
文
学
部
に
在
任
の
武
内
義
雄
、
岡
崎
文
夫
、
そ
し
て
青
木
正
児
の
三
人
の
先
生
方
を
中
心
と
し
て
、
「
支
那
学
に
関
す
る
討
究
を
な
し
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
を
以
て
目
的
と
す
」
る
支
那
学
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
哲
学
、
史
学
、
文
学
を
一
体
の
も
の
と
し
て
考
究
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
支
那
学
会
の
理
念
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
本
研
究
会
、
そ
し
て
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
集
刊
東
洋
学
』
の
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
学
問
の
過
度
な
細
分
化
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
学
問
の
学
際
化
・
融
合
化
が
叫
ば
れ
る
今
日
で
あ
る
が
、
『
集
刊
東
洋
学
』
は
す
で
に
半
世
紀
以
前
に
地
域
学
と
い
う
現
在
喧
伝
さ
れ
る
理
念
を
具
現
し
て
お
り
、
今
日
で
は
全
国
有
数
の
中
国
学
の
専
門
誌
と
し
て
学
界
に
大
き
な
地
歩
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
五
十
年
前
と
比
較
す
る
と
、
情
報
科
学
の
め
ざ
ま
し
い
発
達
に
と
も
な
い
、
研
究
に
関
わ
る
情
報
伝
達
の
速
度
は
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
高
速
化
し
、
研
究
資
料
の
蒐
集
も
容
易
と
な
り
、
ま
た
研
究
機
関
同
士
ま
た
個
人
レ
ベ
ル
で
の
外
国
と
の
学
術
交
流
、
共
同
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
環
境
の
大
き
な
変
化
は
中
国
学
分
野
の
研
究
の
進
展
に
良
好
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
研
究
そ
の
も
の
は
研
究
者
個
人
の
地
道
な
研
鎖
に
倹
っ
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
国
文
史
哲
研
究
会
そ
し
て
そ
の
機
関
誌
『
集
刊
東
洋
学
』
は
、
学
術
雑
誌
と
し
て
の
高
い
質
を
維
持
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
従
前
同
様
、
研
究
者
各
位
の
研
究
成
果
を
公
刊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
斯
学
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
会
員
諸
氏
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
平
成
二
十
年
九
月
九
日
